
【日時・場所】 令和7年12月22日(月)・奈良先端科学技術大学院大学

【アドバイザー】 奈良県立大学 教授 佐藤 由美 氏

【参加者】 １７名（第２工区地権者、周辺住民の方、地域事業者、学生・留学生、大学職員）

【事務局】 生駒市・奈良先端科学技術大学院大学
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発行：生駒市学研推進課

この通信は、学研高山地区及び周辺地域の価値向上に向けた取り組みについての内容をお知らせするものです。

第２回ワークショップの様子

生駒市では、昨年度から学研高山地区第2工区及び周辺地域の魅力向上を考えるワークショッ

プやアンケート等を行っています。今年度は、地域の魅力向上につながる拠点を検討しています。

今年度第２回目となる今回のワークショップでは、前回出た意見をもとに、４つのグループでそれ

ぞれのテーマにあった地域拠点について話し合いました。高山地区の魅力向上につながる拠点や

機能と、地域連携が深まる方法を話し合いました。

令和7年度第２回ワークショップで意見交換を行いました。

広域的な地域交流

お問い合せ：生駒市役所 学研推進課
TEL0743-74-1111（内線3870）
Mail：gakken@city.ikoma.lg.jp

奈良先端大と周辺地域がつながり、好循環が生

まれる実験フィールドや研究拠点について検討

しました。

学研高山地区第２工区と、自然豊かで伝統文

化が根付く周辺地域をつなぐ拠点について検

討しました。

学研都市の入り口にふさわしい、大学との連

携機能を併せ持った道の駅について検討しま

した。

周辺地域のくらし向上につながる、緑豊かな

都市機能が集まった拠点について検討しまし

た。

未来へのゲートウェイ
食・健康・文化・学び、交流拠点

生活の質が高まるたけまるタウン

地域と大学の課題やニーズが

みつかる・つながる暮らしのまちラボ
自然・歴史文化との共生

みんなで活用！高山地区の資産

この事業についての詳

しい内容は生駒市公式

HPでをご覧ください。



総括コメント（アドバイザー 佐藤 由美 教授より）

今回は「こんな街がいいな」から一歩進んで、どのような人を対象としていくの

かも含めての検討で、提案にリアリティが出てきたように思います。

また、各班でつながりが持てるようなアイデアが良かった。最近、若い層では身近

な場所での自己実現（社会やコミュニティの一員になる等）を求める人も増えてお

り、そういう若者たちがいろんな拠点にうまく入り込めるようなことができると、

多様な方々の交流が盛んな新しいまちになるのではないでしょうか。

第２回ワークショップの結果

高山の旬の食材や、大学と共同開

発した食品の直売所など、学研都市

である高山地区をアピールできる特

徴を持つべきという意見が出ました。

緑あふれる環境の中で、QOL（生活

の質）の向上や、保育園やスーパーの

ような地域で暮らす人々のニーズを

満たす機能について、意見が出まし

た。

大学と地域が繋がることでメリット

をもたらすため、まち全体を実験場

ととらえて、研究成果を地域に反映

するための意見が出ました。

クラインガルテン（農地付きコテー

ジ）で人に来てもらい、高山の魅力を

広めます。アイデアとして、地域の

力・農地・空き家も活用といった声が

ありました。

各班において、学研高山地区第２工区とその周辺地域の魅力や特徴が掛け合わされたものや、

各班に共通する交通・先端大との連携といったアイデアなど、様々な意見が出ました。

広域的な地域交流

未来へのゲートウェイ

食・健康・文化・学び、交流拠点

生活の質が高まる
たけまるタウン

地域と大学の課題やニーズが

みつかる・つながる
暮らしのまちラボ

自然・歴史文化との共生

みんなで活用！
高山地区の資産

今後の予定
今回のワークショップの意見を踏まえて作られる施設構想案のラフ版をもとに、さらなる話し合

いを進め、この地域の魅力向上につながる施設構想案作りを進める予定です。


